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1. はじめに 

1.1 高齢化社会におけるリハビリテーション 

現在，日本では 65 歳以上の高齢者人口の総人

口に対する割合が 2010 年に 22.7％に達し，世界

に類を見ないほどの高齢化社会となっている．

そのような状況から，高齢者に対する福祉サー

ビスの需要が増え，さらにその充実を求める声

は日に日に高まっている．特に，老人福祉にお

けるリハビリテーションは寝たきりや要介護と

なることを未然に防ぐ介護予防としての役割と，

日常生活において介護・介助が必要な状況から

の脱却を目指すことを目標とした二つの役割を

もち，高齢者の自立的生活を実現するための重

要な役割を持っている．これは現在，大きな社

会問題となっている高齢者が高齢者の介護をせ

ざるをえない老々介護の解決や，増大する社会

保障費を削減できる可能性をもつ分野だと言え

る． 

 

1.2 地方における介護リハビリテーション 

地方の介護リハビリテーションの現場では，

財政難や都市圏への人材流出による慢性的な人

員不足の結果，リハビリの専門家である理学療

法士を雇用することができず，疾病の部位や程

度が異なっていても，一律的な治療しかできな

い状況にある医療機関が多くある．そこで，介

護福祉士や患者の家族等の介護人が，何らかの

疾病，障害などに起因する機能・形態障害の改

善を図る治療科学である理学療法を身に付け，

細かいサービスを実践しようとする機運が高ま

りつつある．しかし，理学療法の一種である筋

力，関節可動域，協調性などの身体機能の改善

を図る運動療法は書籍やビデオなどの平面的な

教材だけでは複雑な動作の学習が難しく，また，

患者の症状によって複数の治療動作を行うこと

が多くある．これらすべてについて学習し，実

践することは困難を伴う．そこで，本研究では，

地方の介護リハビリテーションにおける理学療

法の現状を踏まえて，これから理学療法を学び，

理学療法士を目指す人や，理学療法についての

知識を持たない介護福祉士や在宅介護を行う家

族等の介護人でも，理学療法における運動療法

を実践ことができるように支援するシステムの

開発を試みた． 

 

2. システムの概要 

2.1 システムの構成と実装 

 システム構成図を図１に示す．まず，3 次元の

動作を計測するモーションキャプチャと，2 次元

の動作を計測するビデオカメラを用いて，運動

療法もある一動作を計測する．次にそれぞれの

データを Web サーバにアップロードする．3 次元

データは行にマーカデータを，列にはフレーム

数をもつ CSV 形式に変換される．その三次元動

作データには，被計測者の身体に貼り付けられ

たマーカのデータが 1 フレームごとに時系列に

保存されている．通常，計測は秒間 30 フレーム

で行われる．ビデオカメラの動画データは動画

と音声を変換することができるフリーソフトウ

ェアである FFmpeg を用いてエンコードし，

Flash Video フォーマットの一種である FLV ファ

イルに変換される．3 次元データからなるモーシ

ョンデータは変換された CSV ファイルを 1 フレ

ーム単位ずつ ActionScript3.0 によって作成さ

れたプログラムが読み出し，Flash Player によ

っ て 描 画 さ れ る 。 同 様 に 動 画 デ ー タ も

ActionScript3.0 によって作成されたプログラム

により再生・停止・巻き戻しを実現する。さら

にこれらのプログラムを同期制御するプログラ

ムも ActionScript3.0 によって構成されており，

それぞれのプログラムを同時再生・停止・シー

クすることを実現し，Web ブラウザ上の Flash 

Player により動作する。これらのプログラムを

Web 上で動的に実行するために，HTTP サーバを

構築し PHP と JavaScript を用いて個々のデータ

をそれぞれ読み込み，Webページを生成する． 
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さらに，個々のデータをある指標に基づいた関

連動作リストとして Web ページにリンクボタン

となる動作画像を表示する．これにより，関連

した治療動作の表示ページへ移動することを可

能とする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 システムの特徴 

 本システムの特徴は，まず，鳥瞰的視点によ

る三次元的な動作学習が可能な点である．これ

は従来の書籍やビデオなどの平面的な教材で学

習することが難しかった関節や四肢の動作中の

角度，動きをあらゆる視点から時系列で学習す

ることと，動作の中で繰り返し学習したい部分

を何度でも，すぐに表示，学習することを可能

としている．また，関連動作リストを表示する

ことにより，学習データに関連した部位，症状

の学習を可能とする．これにより，類似部位，

症状に対して包括的な学習を促し，効率的な学

習を支援する．さらにシステムの動作要件がイ

ンターネットに接続され，ウェブブラウザに

Flash Player がインストールされていることで

あるため，動作環境に依存せず，ユーザによる

ソフトウェアのインストールの必要がなく，ユ

ーザービリティの向上に貢献している． 

 

3. システム評価方法 

構築したシステムを Web 上で公開し，アンケ

ートを集計することにより，評価を行う．アン

ケート項目には操作性についての項目と学習の

しやすさについての項目をもつ．加えて，従来

の学習教材である，紙媒体及びビデオ教材との

比較についての項目を設けることとする．対象

は可能な限り男女問わず，幅広い年齢層とする

が，想定されるユーザである，高齢者及び在宅

介護に従事している者を中心とする．加えて理

学療法士からもシステムについてヒアリングを

行い，集計したアンケートと共にシステム改良

の参考とする． 

 

4. まとめ 

 動画データ(2D)の表示及びモーションデータ

(3D)の表示機能の構築とそれぞれの時系列同期

部分が完成した．今後，関連動作リストの作成

に伴う関連付けの指標について検討し，その機

能を追加する．その後，Web サーバを構築しシス

テムを Web 上に実装し，システムの動作検証を

行う．最後に，システムの性能評価を行い，そ

こで得られた結果を基にシステムの改善を行う

予定である．本システムにより，地方の介護リ

ハビリテーションにおける，患者やその家族に

とって不利な状況が改善されることを期待する． 
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カメラ：動画データ

(2D) 

モーションキャプチャ：

モーションデータ(3D) 

Web サーバ: Web ページ生

成，データ変換 

図 1 システム構成 

関連動作リスト 
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